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■ 会 長 報 告        森下 敏顯君 

皆さん、改めま

して本日から一

年間よろしくお

願い致します。 

先程、会社を出

るときに久しぶ

りの台風のよう

な天候に、晴れの門出の日に何てお天気なんだ

と、自分で笑ってしまう程の強い雨が降ってい

ました。 

やっぱり普段の行いかと笑えました。 

今日はこの後にも会長挨拶がありますので本日

の会長報告はごく短めにしたいと思います。ち

なみに今日のネクタイは今年度ガバナーよりい

ただいたものです。 

大長幹事は女性用がなくていただけなかったと

言う事なので、ロータリーもその辺はまだまだ

でしょうか。 

一年、種切れにならないようがんばりますので

よろしくお願いします。 

■ 幹 事 報 告          大長 昭子君 

・第２６２０地区より 

２０１５年７月のロータリーレートは、 

１ドル＝１２４円です。 

（参考）６月のロータリーレート：１１８円 

・岡本年度ガバナー事務所より 

2014-2015 年度ガバナー事務所閉鎖のお知

らせが届きました。 

・公益財団法人ロー―タリー米山記念奨学会

より 

ハイライトよねやま１８３が届きました。 

・社会福祉法人 藤枝市社会福祉協議会より 

平成２７年度藤枝市社会福祉協議会会費ご

協力の御願いが届いております。 

■入 会 式                   

 

 

本日、青島鉄男君が 

入会されました。 

 

 

 

氏 名  青島
あおしま

 鉄男
て つ お

 

勤務先  焼津信用金庫 

役 職  理事 営業統括部長 

勤務先住所  焼津市五ヶ堀之内 987 

 

■ 出 席 報 告           平野 純也君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

35／41 85.36％ 35／41 85.36％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○村松君 大杉君 落合君 鈴木邦君 玉木君

仲田晃君 

(２)メークアップ者  

松葉 隆夫君（藤枝南） 畑 昇君（藤枝南） 

杉山 静一君（藤枝南・島田） 

間野 日出男君（藤枝南）島村 武慶君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                      

内山 淑夫君（藤枝南） 竹田 敏和君（藤枝南） 

■ スマイル B O X          松葉 義之君 

・５年間ありがとうございました。今後もよろし  

く御願いします。また、青島鉄男君を御願いし 
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・一年間大変お世話になりました。今年度は「乾

杯」の発声がんばります。    池ノ谷 敏正君 

・一年間お世話になりました。    鈴木 舜光君 

・今日から一年間会長をお務めさせていただき

ます。よろしく御願いします。  森下 敏顯君 

・新年度幹事を務めさせていただきます。皆様の 

 ご協力御願い致します。      大長 昭子君 

スマイル累計額  １９，０００円 

■ ク ラ ブ 協 議 会          

 

会員維持増強 

委員会 

土屋 富士子君 

 

 

 

クラブ広報の充実に努め、会員相互の情報の共

有により会員となるにふさわしい人を探し、 

新会員を慎重に選び、退会者の発生を防ぐ。 

入会候補者にクラブの活動全般について説明し、

入会活動に役立つ広報とする。 

声かけをまめにし、クラブの活動内容を広める。 

純増２名を目標に委員会、会員全体で努力・協力

する。 

 

 

 

ｸﾗﾌﾞ管理運営 

委員会 

 島村 武慶君 

 

 

  

会場運営・プログラム・親睦・出席（保険・ロ

ータリーの友）と担当業務は多岐かつボリュー

ムがありますが、いずれの業務についても各担

当者を中心に委員会全員で取り組むこととする。 

 毎回の例会についても当番制により全委員が

会場運営・運営に関わり、楽しく有意義な例会づ

くりを心掛け、出席率の向上、退会防止に繋がる

よう努める。 

 また、親睦行事についても会員はもとより家

族も楽しめるように委員全員参加で行う。 

 

 

 

 

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

委員会 

 江﨑 晴城君 

 

 

 職業奉仕の精神と企業戦略としてのＣＳＲ

（企業の社会的責任）活動の相違点を確認し、認

識を高める。 

 環境保全活動に積極的に参加する。さらに、未

来の夢計画に沿って奉仕プログラムと補助金事

業の計画をロータリー財団委員会と連携して検

討する。又、実施に当たってはインターアクト順

心高校生にも協力を求める。 

 

 

 

 

青少年委員会 

 松田 真彦君 

 

 

 

 

青少年委員会は、例年設立されている委員会な

ので例年のような活動を継続して行くのが基本

です。 

青少年委員長には私、松田が就き、インターア

クトには山田会員が就きます。早速今月末には

山梨にて、年次大会が開催され山田会員が出席

をされます。ホスト高校である順心高校さん

は、大変に熱心にインターアクトをクラブ活動

として展開されており、一時よりもクラブ人数

も増えていると聞きます。 

また、２０１７年には、当クラブに指導者講習

会の番が回ってきます。今年度に可能な限りの

準備が出来たらと思っています。 

 

 

 

ロータリー財団 

委員会 

 青島 克郎君 
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財団 ロータリー財団への理解を深め、未来の

夢計画に沿った地区補助金を利用した地

域イベントを実地する。創立４５周年に

向けたグローバル補助金事業についてク

ラブ内協議する。 

 

米山 入会間もない会員もいることから米山記

念奨学会の趣旨及び活動等を啓蒙するた

め資料、ＤＶＤ等を利用しながら１１月、

５月のロータリー財団委員会卓話におい

て例会を担当する。 

 

 

 

会計 

 小西 啓一君 

 

 

 

 

6 月 17 日の最終例会は他の会合と重なり出席が

遅れた為次年度役員の紹介に間に合いませんで

したが、改めて1年間宜しくお願いいたします。 

今年度の会計に付いて前年度迄との違いを指摘

いたします。 

収入の項目について地区補助金の入金計上

(200,000 円)が新設された事。 

支出の項目についてはポリオ撲滅資金寄付が復

活した事、事業費を各委員会の科目内に移行し

た事。 

その他円安の為ドル換算の支出が多少増加する

事等です。 

クラブ会計担当 4 回目で初めてクラブ会計要覧

をいただきました会計について改めて勉強した

いと思います。 

■ 会 長 挨 拶                               

皆さん、こんにちは、本日から 1年間、藤枝ロー

タリークラブの会長を務めさせ 

ていただく、森下です。改めてよろしくお願い致

します。 

言うまでもなく、この会長職一年は先輩方皆さ

んの築いてこられた伝統、実績、品位などを途切

れさすことなく、次年度に引き継ぐ大事な役目

と理解しております。 

大長幹事を始めとする各委員長さん、全会員の

皆様のご協力を得ながら、楽しく私なりにがん

ばりたいと思っていますので、よろしくお願い

いたします。 

今年度は未来の夢計画の一環として、奉仕プロ

ジェクト委員会の（仮称）藤枝発見ウオークラリ

ー計画や会員、家族のバス旅行、又、従来通りの

夜間例会等により会員間の親睦をよりいっそう

図れればと思っています。 

又、引き続き産業大学に於ける冠講座において

は学生さん達だけでなく、我々会員も講師であ

りながら勉強の場として一緒に学んでいけたら

いいと思っています。 

又テーブルメイトを活用してのロータリーの学

習、親睦を深めたいとも思っています。 

２ヶ月に 1 度くらい例会席をテーブルメイトに

してみたいと思っています。 

例会での卓話が各テーブルメイトに年 1 回振り

当てられていますので、必ずリーダーの方は卓

話前に会合を設けていただき、その話題を持っ

て卓話をお願いしたいと思っています、卓話者

はテーブルメイトのメンバーで選んでいただき、

一人でなくても何人かがやられても良いと思い

ます。 

5，6 人の集まりは普段と違う話題が出てなかな

かいいものであります。 

ぜひお願いいたします。 

私もこれから一年間会長報告がありますので、

種切れにならないように気をつけねばなりませ

ん。。と言う事で本日はこのくらいにしておきま

す。 

最後に私の至らないところは皆さん見なかった

事に?という事で、、よろしいでしょうか。 

それでは1年改めてよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

■ 幹 事 挨 拶                    

新年度幹事をさせ

ていただく大長で

す。 

 森下会長のも

と、ロータリーの

基本である職業奉

仕、社会奉仕、国

際奉仕を目的に今年度のキーワードである

「世界のプレゼントになろう」の実現を 

目指して進んでいければと思っています。 

 会員の皆様ご協力お願いいたします。 
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★ 冠 講 座                     

＜開講日＞ 

    平成 27 年 6 月 30 日㈫ 

＜講義内容＞ 

    「物造り企業の経営～付加価値経営」 

＜担当者＞ 

共和成産㈱ 

    代表取締役社長 鈴木 透君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／荒井君） 


